
都市計画道路高陽可部線(２工区)の整備効果を紹介します。 

都市計画道路高陽可部線とは？ 
都市計画道路高陽可部線は、安佐北区落合南七丁目の主要地方道広島三次線高陽浄水場
入口交差点から、安佐北区可部一丁目可部バイパス可部取水場交差点に至る全長約
5.14km,道路幅員 16ｍの補助幹線道路です。 
今回開通しました区間〔高陽可部線(２工区)〕は、根の谷川橋北詰から安佐市民病院ま
で約 1.15km の区間です。 
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都市計画道路：  都市計画道路は、都市の健全な発展と機能的な都市活動を確保するため、  

都市計画法という法律で定められた道路です。  
補助幹線道路：  都市全体に網状に配置され、都市の骨格や近隣住区を形成する道路です。  



都市計画道路高陽可部線(２工区)の概要について 
今回整備区間は、豊かな公共空間を備えた良好な市街地の形成、自転車・歩行者の
安全な通行及び、安佐市民病院へのアクセス強化を図ることを目的として整備されま
した。 

【事業概要】 

路 線 名   都市計画道路 高陽可部線 
道路規格    第４種第２級 
道路幅員    １６ ｍ 
設計速度    ４０ km/ｈ 

 

               準横断面図 

 

 

 

 

 

【事業経緯】 

    昭和 45 年 12 月 当初都市計画決定(広島三次線～JR 芸備線) 
    昭和 60 年 11 月 都市計画変更(広島三次線～根谷川右岸) 
    平成 2 年 12 月 都市計画決定(広島三次線～可部バイパス) 
    平成 8 年 5 月 事業認可(今回供用開始区間) 
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都市計画道路高陽可部線(２工区)の整備効果について(調査の内容) 

【交通量調査】 

供用前と供用後において、本道路における自動車と歩行者等の通行量の変
化を把握するため、周辺交差点（5箇所）において、自動車と歩行者等の平
日昼間 12 時間(7 時～19 時)における方向別交通量調査及び、旅行速度を行
いました。 

交通量調査実施日  供用前：平成 16 年 12 月 1 日(水),3 日(金) 

              供用後：平成 20 年 12 月 3 日(金),5 日(水) 

【アンケート調査】 

利用者や生活者の視点から、道路整備に対する満足度等を具体的に把握す
るため、対象地域内で町内会の協力を得て沿線住民（約 2150 世帯）へのア
ンケート調査を行いました。 
その回収率は、約 60％でした。 

アンケート調査実施時期  平成 21 年 2 月 

          
                                
                                今回開通区間  
 

      交通量調査地点  
 
                                アンケート対象区域  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



都市計画道路高陽可部線(２工区)の整備効果について(交通量調査結果) 

【交通量調査結果概要】 

○ 自動車交通量の変化  約 3,290台 → 約 3,580台 1.1倍増加  

○ 旅行速度（所要時間） 約 37秒短縮 
(根の谷川橋北詰交差点～安佐市民病院前交差点間） 

 ○ 渋滞長の解消  安佐市民病院前交差点の南北方向が解消（L=70m～195m） 

                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ※ 事前調査ルート    事後調査ルート
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都市計画道路高陽可部線(２工区)の整備効果について(交通量調査結果) 

【交通量調査結果】 

1.歩行者・自転車交通量の増加 

高陽可部線の歩行者は、事前調査に対して事後調査は、約 1.1倍増加 

しました。 
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2.自動車交通量の変化 

高陽可部線の利用者は、市民病院前の箇所で約 280台増加しました。 

増加比率は、事後調査は事前調査に対して、約 1.1倍となっています。 
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3.旅行速度 

   根の谷川橋北詰交差点から安佐市民病院前交差点間の所要時間は、朝夕のピーク

時を平均して、3分 7秒から 2分 30 秒になり 37 秒短縮されました。 

                           

事前調査　２分59秒

事後調査　２分16秒 ４３秒短縮

　 ３１秒短縮 事前調査　２分44秒

事前調査　３分15秒
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4.渋滞長の解消 

安佐市民病院前の交差点では、事前調査の朝夕ピーク時に見受けられた、高陽方
向の渋滞長(最長)約 70m と、可部東方向の渋滞長(最長)約 195m は、事後調査では見
られませんでした。 
    

                       

 

 

 

 

 

 

 



都市計画道路高陽可部線(２工区)の整備効果について(アンケート調査結果) 

【アンケート調査結果】 

1.利用者への効果 

アンケート結果から、道路利用者の 7割から 8割の人が、道路が走り(歩き)やすいと回
答しています。 
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2.生活者への効果 

アンケート結果から、6割以上の人が、沿道の活気や生活の便利さを感じています。 
また、7割以上の人が、消防や救急などの緊急時に対する安心感が増加したと感じてい
ます。 
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3.その他の意見 

効果を感じている点 

 ・買物に行き来がすごく近くなって大変便利になりました。(60代女性) 
・歩道が整備されとても良くなったと感じます。（40代男性） 
・道もなめらかになって、自転車でも通りやすくなったと思います。(20 代女
性） 

 ・救急車などの緊急車両が行き来し易いだろうと、安心感がある。(40代女性) 

 

問題点・要望など 

・スピードを出す車が増えて危険を感じる。 
・交差点が増えたので信号を設置してほしい。 
・可部大毛寺線に向けて更に延伸してほしい。 
・安佐市民病院から R54までを整備してほしい。 

 
 
 
 
 

  


